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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月2日(2018.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィラリア線虫感染症の予防および／または治療のためのワクチンとしての使用のため
の、フィラリア線虫タンパク質のＳｈＫドメインまたはかかるドメインと少なくとも７０
％の同一性を共有するバリアントを含むポリペプチド。
【請求項２】
　複数のＳｈＫドメインまたはそのバリアントを含む、請求項１に記載の使用のためのポ
リペプチド。
【請求項３】
　複数の同じまたは異なるＳｈＫドメインまたはそのバリアントを含む、請求項２に記載
の使用のためのポリペプチド。
【請求項４】
　キメラポリペプチドである、請求項１～３のいずれか１項に記載の使用のためのポリペ
プチド。
【請求項５】
　前記ＳｈＫドメインまたはそのバリアントを隔てる人工スペーサーを含む、請求項４に
記載の使用のためのポリペプチド。
【請求項６】
　追加のワクチン抗原をさらに含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の使用のための
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ポリペプチド。
【請求項７】
　フィラリア線虫感染症の予防および／または治療のためのワクチンとしての使用のため
の、請求項１～６のいずれか１項に記載のポリペプチドをコードする核酸。
【請求項８】
　前記ポリペプチドが、予防および／または治療しようとする感染症と関連しているフィ
ラリア線虫からのＳｈＫドメインを含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の使用のた
めのポリペプチドまたは核酸。
【請求項９】
　前記ポリペプチド、または前記核酸によってコードされるポリペプチドが、Ｌ．シグモ
ドンティスからのＳｈＫドメインまたはそのバリアントを含む、請求項１～８のいずれか
１項に記載の使用のためのポリペプチドまたは核酸。
【請求項１０】
　フィラリア線虫感染症によって引き起こされるイヌ疾患の予防および／または治療のた
めの、請求項１～９のいずれか１項に記載の使用のためのポリペプチドまたは核酸。
【請求項１１】
　前記ポリペプチド、または前記核酸によってコードされるポリペプチドが、Ｄ．イミテ
ィスからのＳｈＫドメインまたはそのバリアントを含む、請求項１０に記載の使用のため
のポリペプチドまたは核酸。
【請求項１２】
　フィラリア線虫感染症によって引き起こされるヒト疾患の予防および／または治療のた
めの、請求項１～７のいずれか１項に記載の使用のためのポリペプチドまたは核酸。
【請求項１３】
　リンパ管フィラリア症（「象皮症」とも称される）；オンコセルカ症（「河川盲目症」
とも称される）；およびロア糸状虫症からなる群から選択される疾患の予防および／また
は治療のための、請求項１２に記載の使用のためのポリペプチドまたは核酸。
【請求項１４】
　ポリペプチド、または前記核酸によってコードされるポリペプチドが、リンパ管フィラ
リア症の予防および／または治療における使用のためのものであり、バンクロフト糸状虫
、マレー糸状虫およびブルギア・チモリからなる群から選択されるフィラリア線虫からの
ＳｈＫドメイン、またはそのバリアントを含む、請求項１３に記載の使用のためのポリペ
プチドまたは核酸。
【請求項１５】
　ポリペプチド、または前記核酸によってコードされるポリペプチドが、オンコセルカ症
の予防および／または治療における使用のためのものであり、回旋糸状虫からのＳｈＫド
メイン、またはそのバリアントを含む、請求項１３に記載の使用のためのポリペプチドま
たは核酸。
【請求項１６】
　ポリペプチド、または前記核酸によってコードされるポリペプチドが、ロア糸状虫症の
予防および／または治療における使用のためのものであり、ロア糸状虫からのＳｈＫドメ
インまたはそのバリアントを含む、請求項１５に記載の使用のためのポリペプチドまたは
核酸。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の使用のためのポリペプチドをコードする核酸。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の核酸を含むベクター。
【請求項１９】
　請求項１～６または８～１６のいずれか１項に記載の使用のためのポリペプチドを含む
医薬組成物。
【請求項２０】
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　請求項７～１７のいずれか１項に記載の使用のための核酸を含む医薬組成物。
【請求項２１】
　請求項１８に記載のベクターを含む医薬組成物。
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